
検査部門 

 

目的：細菌検査により各種検体から検出される主要な細菌の分離頻度およびそ

の抗菌薬感受性を継続的に収集・解析し、医療機関における主要菌種・主

要薬剤耐性菌の分離状況を明らかにする。 

 

提出デ－タ：細菌検査に関わる全デ－タ 

        

データ収集方法：細菌検査装置・細菌検査システムからのデ－タの抽出 

 

提出方法：共通フォ－マットに変換された抽出デ－タの Web送信 

 

提出頻度：月 1回 

 

還元情報：Web上で随時閲覧可能 

• 月報、並びに年報（1回/年） 

• 主な内容 

主要な菌および耐性菌の分離患者数推移 

主要な菌および耐性菌の分離率の昨年度全体デ－タとの比較 

主要な菌および耐性菌の病棟別、検査材料別分離患者数 

主要な菌の薬剤感受性推移 

（自施設における分離率と全参加医療機関の分離率との比較が可能） 

 

参加要件： 

１．データ抽出と提出の実務担当者を指名、配置できること。 

２．原則として自動検査機器装置による同定および微量液体希釈法による薬剤

感受性結果を提出できること。 

３．提出する細菌検査データの精度管理ができる体制が適切に構築されている

こと。 

４.定期的にサーベイランスデータを提出し、原則として毎月１件以上の検体

提出患者数を有すること。 


